
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ 増加 ■ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ □ できていない

□ さらに重点化する □ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する ■ 休止、廃止を検討する

4343

事業の対象

総合計画の
主要施策名

芸術・文化活動の推進 事業コード

-
事　業　費

年度・区分

金　　　額

町民

平成２４年度
事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 映画鑑賞事業 担当課名 生涯学習課

平成24年度決算

事業の目的 公民館という身近な施設で映画鑑賞の機会を提供する。

事業の内容

平成25年度予算平成23年度決算

映画上映会

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

あまりできていない

420 210

あまり寄与していない

事業の効果等

　映画上映会は「ハヤブサ」を上映した。入場者数は２０６人であったが、１回目上映
で機器トラブルが発生し、改善できなかったこともあり、１回目上映入場料の払い戻
しを実施した。小惑星無人探査機ハヤブサの帰還を描いた話題作であり、機器トラ
ブルにもかかわらずアンケートでは80％の方が満足と回答しており、良質な映画の
鑑賞機会を提供できた。

実績・成果等
（数値）

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり。

【入場者数】…1回目90名、2回目116名

事
業
の
評
価

あまりできていない

判定説明
及び考察

　映画については、ＤＶＤ等が普及し近隣に映画館ができたこともあり、個人で楽しめる
機会が増えており、入場者数は減少している。公民館事業として映画上映会を行うこと
の意義を再考し、平成２５年度以降は事業を廃止した。

事業の
方向性

美郷町教育委員会
４６


